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住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結
す
る

新
た
な
道
、
そ
れ
が
国
道
１
号
北

勢
バ
イ
パ
ス
（
以
下
、「
北
勢
バ
イ
パ
ス
」）

で
す
。
北
勢
バ
イ
パ
ス
は
、
四
日
市
市
を

中
心
と
し
て
常
態
化
す
る
国
道
１
号
・
23

号
等
の
渋
滞
緩
和
、
地
域
活
性
化
の
支
援

を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
道
路
で
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
巨
大
地
震
発
生
時
に
津
波

浸
水
被
害
を
受
け
や
す
い
国
道
１
号
・
23

号
に
代
わ
る
道
路
と
し
て
も
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
北
勢
バ
イ
パ
ス
の
全
て

の
区
間
が
開
通
す
れ
ば
三
重
郡
川
越
町
南

福
崎
（
国
道
23
号
）
～
四
日
市
市
釆
女
町

（
国
道
１
号
）
に
至
る
延
長
21
㌔
メ
ー
ト

ル
の
幹
線
道
路
が
形
成
さ
れ
、
津
波
浸
水

想
定
域
を
回
避
し
て
道
路
機
能
を
確
保
可

能
に
な
る
た
め
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道

路
を
拡
充
す
る
と
い
う
観
点
で
も
開
通
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
役
割
が
期
待
で
き
る
道
路

新
た
に
開
通
す
る
道

今
回
、
新
た
に
開
通
し
て
供
用
を
開

始
す
る
区
間
は
、
菰
野
町
か
ら
四

日
市
市
へ
向
か
う
際
に
利
用
す
る
方
が
多

い
国
道
４
７
７
号
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る

こ
と
か
ら
、
菰
野
町
の
皆
さ
ん
の
生
活
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
名
古
屋
方
面
や
桑
名
方
面
へ
国
道

４
７
７
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
北
勢
バ
イ
パ
ス

へ
と
直
結
す
る
た
め
、
従
来
に
比
べ
て
大

幅
な
時
間
短
縮
が
望
め
ま
す
。

名
古
屋
方
面
へ
の
移
動
が
便
利
に

　
昔
も
今
も
人
々
の
生
活
に
密
接
し
た
道

の
数
々
。
開
通
す
る
ま
で
に
は
多
く
の
方

の
苦
労
や
尽
力
が
あ
り
、
開
通
し
て
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
歩
み
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
道
の
歴
史
や
経

緯
を
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
普
段
は
何
気

な
く
通
る
道
か
ら
見
え
る
風
景
も
少
し
変

わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲開通区間の中には、北勢バイパス唯一
のトンネルである延長 870メートルの
坂部トンネルも含まれています。

平
成
20
年
代
か
ら
北
勢
地
域
が
一
帯
と
な
り
開
通
を
望
ん
だ
道
路
の
ひ
と
つ
。

そ
ん
な
永
く
待
ち
望
ま
れ
た
道
路
が
令
和
７
年
３
月
16
日
、

国
道
４
７
７
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
区
間
で
開
通
し
ま
す
。
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8.4㌔メートル

23

開
通
済

国道23号（川越町南福崎）～
四日市市道日永八郷線

8.5㌔メートル

今
回
開
通

四日市市道日永八郷線～
国道477号バイパス
4.1㌔メートル

国道477号バイパス～
国道１号（四日市市釆女町）

開
通
予
定

COLUMN 04

新たに開通して供用を開始する区間は、四日市市道日永八
郷線～国道 477号バイパスまでの 4.1㌔メートルに及ぶ区
間で、北勢バイパス全体の６割にあたる 12.6㌔メートルが
通行できるようになります。残りの国道 477 号バイパス
～四日市市釆女町間も開通に向けて事業が進められており、
北勢バイパスは将来、鈴鹿四日市道路を介して国道 23号
中勢バイパスに接続する計画です。

国道 477 号バイパスまでの 4.1㌔

北勢バイパス開通
３16

国道 477 号バイパス側から名古屋
方面を望む北勢バイパスの空撮写真。
暫定２車線で供用を開始します。

特集道THE ROAD 終

▲国道477号バイパスに接続する北勢バイパス
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15:00～

国道 477 号バイパス

北勢バイパス

写真提供 国土交通省北勢国道事務所


